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は
じ
め
に

静
謐
さ
や
繊
細
さ
と
い
っ
た
言
葉
で
語
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
の
音
楽
だ
が
、
実
際
に
聴
こ
え
て
く
る

音
の
数
々
は
何
と
も
表
し
難
い
。
ま
た
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
音
楽
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
想
像
す
る

の
も
簡
単
で
は
な
い
。
た
し
か
に
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
の
楽
曲
は
類
を
見
な
い
音
楽
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
独
自
性
を
裏

付
け
て
い
る
の
は
何
な
の
か
、
ど
の
よ
う
な
技
法
で
、
ど
の
よ
う
に
記
譜
さ
れ
て
い
る
の
か
、
従
来
の
音
楽
理
論
の
知

識
で
は
ど
う
に
も
言
語
化
し
に
く
い
。
音
楽
を
あ
る
程
度
勉
強
し
て
い
る
と
、
音
を
聴
け
ば
そ
の
音
楽
の
成
り
立
ち
に

つ
い
て
な
ん
と
な
く
頭
の
中
で
描
く
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
、
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
の
楽
曲
の
場
合
、
何
を
拠
り
所
に
す
れ

ば
よ
い
の
か
、
筆
者
は
ま
っ
た
く
見
当
が
付
か
な
か
っ
た
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
音
楽
の
聴
き
方
は
自
由
だ
。
聴
取
も
創
造
行
為
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
ジ
ョ
ン
・
ケ
ー
ジ

の
「
耳
の
解
放
」
を
発
端
と
し
て
、
サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
や
デ
ィ
ー
プ
・
リ
ス
ニ
ン
グ
な
ど
、
二
十
世
紀
後
半
か
ら
こ
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う
し
た
態
度
を
前
提
と
す
る
様
々
な
音
楽
が
起
こ
っ
た
。
し
か
し
、
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
の
音
楽
に
関
し
て
は
、
音
を
あ
る

が
ま
ま
に
受
け
容
れ
る
に
し
て
も
、
や
は
り
多
く
の
疑
問
が
残
る
。
も
し
か
し
た
ら
、
聴
き
手
が
こ
の
よ
う
な
疑
問
を

抱
く
こ
と
も
創
造
行
為
と
し
て
の
聴
取
の
あ
り
方
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
わ
か

ら
な
い
な
ら
調
べ
る
し
か
な
い
。
そ
う
思
い
、
筆
者
は
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
の
音
楽
を
自
分
の
研
究
テ
ー
マ
の
一
つ
に
加
え

た
。図

形
楽
譜
の
作
曲
家
、
ジ
ョ
ン
・
ケ
ー
ジ
の
友
人
、
抽
象
表
現
主
義
の
画
家
と
深
い
関
わ
り
を
持
っ
た
作
曲
家
、
極

端
に
静
か
で
長
い
曲
を
書
い
た
作
曲
家
、
ミ
ニ
マ
ル
音
楽
や
ア
ン
ビ
エ
ン
ト
音
楽
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
た
作
曲

家
な
ど
、
モ
ー
ト
ン
・
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
様
々
だ
。
ど
の
作
曲
家
研
究
に
も
共
通
す
る
こ
と
だ
が
、

一
作
曲
家
が
遺
し
た
作
品
全
体
を
把
握
す
る
に
は
、
そ
の
作
曲
家
の
い
く
つ
も
の
側
面
を
追
わ
な
い
と
い
け
な
い
。
一

つ
の
研
究
の
中
で
で
き
る
範
囲
に
は
限
界
も
あ
る
が
、
本
書
は
先
に
列
挙
し
た
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
の
音
楽
の
「
わ
か
ら
な

さ
」
を
紐
解
く
「
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
入
門
」
の
つ
も
り
で
、
基
本
的
か
つ
重
要
な
事
項
を
と
り
あ
げ
た
。

誕
生
か
ら
音
楽
を
志
す
ま
で

本
書
は
第
一
章
か
ら
第
四
章
ま
で
、
ほ
ぼ
年
代
順
に
出
来
事
や
作
品
を
解
説
し
た
。
第
一
章
は
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
ヴ

ォ
ル
ペ
に
作
曲
を
習
い
始
め
る
一
九
四
〇
年
代
半
ば
か
ら
始
ま
る
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
れ
以
前
の
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
の
歩

み
を
辿
る
。
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
の
生
い
立
ち
と
青
年
期
ま
で
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
ク
ラ
ー
レ
ン
が
作

成
し
た
略
歴
の
英
訳
版）

1
（

と
、
ク
リ
ス
・
ヴ
ィ
ラ
ー
ズ
の
調
査
に
よ
る
、
ア
メ
リ
カ
に
移
民
す
る
ま
で
の
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
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家
の
歴
史）

2
（

と
家
系
図）

3
（

を
参
照
し
た
。

フ
ェ
ル
ド
マ
ン
の
家
系
図
は
彼
か
ら
数
え
て
三
世
代
前
、
つ
ま
り
曽
祖
父
母
の
代
ま
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
父

方
の
曽
祖
父
母
は
ロ
シ
ア
出
身
。
母
方
の
曽
祖
父
母
は
現
在
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
キ
ー
ウ
南
東
部
ペ
レ
ヤ
ス
ラ
ウ
出
身
で
、

ど
ち
ら
も
ロ
シ
ア
系
ユ
ダ
ヤ
人
の
家
系
で
あ
る
。
両
家
の
ア
メ
リ
カ
へ
の
移
民
の
経
緯
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
ペ
レ
ヤ

ス
ラ
ウ
に
暮
ら
し
て
い
た
父
方
の
祖
父
モ
リ
ス
と
祖
母
ヒ
ル
ダ
夫
妻
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
の
渡
航
は
一
九
〇
六
年
頃
か

ら
始
ま
る
が
、
最
初
か
ら
一
家
揃
っ
て
ア
メ
リ
カ
に
旅
立
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
当
時
は
一
家
の
年
長
者
が
先
に

出
発
し
、
妻
や
子
供
が
そ
れ
に
続
く
の
が
慣
例
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
の
父
で
あ
る

次
男
ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ
が
一
九
一
〇
年
九
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
到
着
し
て
よ
う
や
く
一
家
全
員
が
揃
っ
た
。
母
方
の
祖

父
メ
イ
ヤ
ー
・
ブ
レ
ス
キ
ン
と
祖
母
エ
セ
ル
・
ブ
レ
ス
キ
ン
は
現
在
の
ベ
ラ
ル
ー
シ
、
マ
ヒ
リ
ョ
ウ
州
バ
ブ
ル
イ
ス
ク

か
ら
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
経
由
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
移
っ
た
。
一
八
九
九
年
に
メ
イ
ヤ
ー
が
先
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
行
き
の
船

に
乗
り
、
エ
セ
ル
と
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
の
母
に
あ
た
る
フ
ラ
ン
シ
ス
を
含
む
六
人
の
子
供
た
ち
が
一
九
〇
一
年
に
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
到
着
し
た
。

フ
ェ
ル
ド
マ
ン
の
父
ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ
と
母
フ
ラ
ン
シ
ス
は
一
九
一
七
年
二
月
二
十
一
日
に
結
婚
し
て
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

の
ア
ッ
パ
ー
・
ウ
ェ
ス
ト
・
サ
イ
ド
に
住
み
始
め
た
。
同
年
十
二
月
に
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
の
兄
に
あ
た
る
長
男
ハ
ロ
ル
ド

が
誕
生
。
一
九
二
一
年
に
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
の
母
方
の
祖
父
メ
イ
ヤ
ー
が
亡
く
な
る
と
、
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
一
家
は
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
を
離
れ
て
ク
イ
ー
ン
ズ
地
区
郊
外
の
ウ
ッ
ド
サ
イ
ド
に
移
り
住
む
。
こ
こ
に
は
未
亡
人
と
な
っ
た
エ
セ
ル
（
フ

ェ
ル
ド
マ
ン
の
母
方
の
祖
母
）
と
、
エ
セ
ル
の
長
男
で
、
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
の
母
フ
ラ
ン
シ
ス
の
兄
（
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
の

母
方
の
叔
父
）
で
あ
る
ル
イ
ス
一
家
も
移
り
住
ん
だ
た
め
、
三
世
帯
が
同
居
す
る
大
所
帯
と
な
っ
た
。
一
九
二
六
年
一
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月
十
二
日
、
モ
ー
ト
ン
・
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
は
こ
の
家
で
生
ま
れ
、
二
十
代
前
半
ま
で
を
こ
こ
で
過
ご
し
た
。

フ
ェ
ル
ド
マ
ン
家
は
コ
ー
ト
の
ア
イ
ロ
ン
が
け
を
家
業
と
し
て
い
た
が
、
一
九
三
〇
年
頃
ま
で
に
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
の

父
ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ
と
、
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
の
叔
父
に
あ
た
る
ジ
ョ
ゼ
フ
が
子
供
用
コ
ー
ト
に
特
化
し
た
仕
立
て
工
場
を
始

め
て
い
る
。
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
は
高
校
を
卒
業
し
た
一
九
四
四
年
か
ら
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
大
学
教
授
に
着
任
す
る
一
九
七
二

年
ま
で
、
音
楽
活
動
の
傍
ら
、
昼
間
は
ク
イ
ー
ン
ズ
に
あ
っ
た
父
の
工
場
で
働
き
な
が
ら
生
計
を
立
て
て
い
た
。

日
中
は
両
親
が
働
き
に
出
て
い
た
た
め
、
幼
少
期
の
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
の
教
育
を
主
に
担
っ
て
い
た
の
は
同
居
し
て
い

た
母
方
の
祖
母
エ
セ
ル
だ
っ
た
。
彼
女
は
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
人
生
訓
「
全
て
を
知
り
、
考
え

な
い
と
い
け
な
い
が
、
何
も
す
べ
き
で
は
な
い）

4
（

」
を
説
い
た
。
彼
女
の
お
か
げ
で
彼
は
子
供
の
頃
か
ら
読
書
に
目
覚
め
、

少
年
時
代
は
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
、
ト
ー
マ
ス
・
ウ
ル
フ
、
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
な
ど
を
愛
読
し
て
い
た
。
文
学
や
哲
学
に
対

す
る
彼
の
好
奇
心
は
幼
少
期
の
祖
母
か
ら
の
教
育
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
と
い
え
る
。

一
家
の
経
歴
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
家
は
芸
術
家
や
知
識
階
級
の
家
系
で
は
な
く
、
当
時
の
中
産
階

級
に
属
し
て
い
た
。
だ
が
、
母
フ
ラ
ン
シ
ス
は
音
楽
に
興
味
を
持
ち
始
め
た
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
少
年
を
支
援
し
た
。
一
九

三
五
年
、
九
歳
に
な
っ
た
彼
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
サ
ー
ド
・
ス
ト
リ
ー
ト
・
セ
ト
ル
メ
ン
ト
・
ス
ク
ー
ル
に
通
っ
て
ピ

ア
ノ
の
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
始
め
る
。
彼
が
初
め
て
作
曲
し
た
の
も
こ
の
時
期
だ
っ
た
。
十
四
歳
の
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
を
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
に
行
か
せ
て
、
彼
が
自
分
の
意
志
と
耳
で
選
ん
だ
ピ
ア
ノ
を
買
っ

て
あ
げ
た
の
も
母
フ
ラ
ン
シ
ス
だ
っ
た
。
一
方
、
音
楽
や
文
化
に
縁
の
な
い
人
生
を
送
っ
て
き
た
父
ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ
は

フ
ェ
ル
ド
マ
ン
の
音
楽
活
動
を
よ
く
思
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

一
九
三
八
年
、
十
二
歳
の
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
少
年
は
チ
ャ
タ
ム
・
ス
ク
エ
ア
音
楽
学
校
で
ヴ
ェ
ラ
・
モ
ー
リ
ナ
・
プ
レ
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ス
に
ピ
ア
ノ
を
習
い
始
め
る
（
プ
レ
ス
の
経
歴
は
第
三
章
参
照
）。
彼
女
の
レ
ッ
ス
ン
で
は
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
の
ピ
ア

ノ
曲
や
ブ
ゾ
ー
ニ
編
曲
に
よ
る
バ
ッ
ハ
を
弾
い
た
が
、
演
奏
よ
り
も
楽
譜
の
脚
注
を
読
む
こ
と
に
時
間
を
費
や
し
て
い

た
の
だ
と
、
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
は
回
想
し
て
い
る）

5
（

。

一
九
四
一
年
、
十
五
歳
に
な
っ
た
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ア
ッ
パ
ー
・
ウ
ェ
ス
ト
・
サ
イ
ド
に
あ
る
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ア
ン
ド
・
ア
ー
ツ
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に
入
学
す
る
。
同
級
生
に
は
作
家
の
ダ
ニ
エ
ル
・
ス
タ
ー
ン）

6
（

と
作

曲
家
の
シ
ー
モ
ア
・
シ
フ
リ
ン）

7
（

が
い
る
。
彼
は
同
時
期
に
ウ
ォ
ー
リ
ン
グ
フ
ォ
ー
ド
・
リ
ー
ガ
ー）

8
（

に
作
曲
を
習
い
始
め
、

こ
れ
が
彼
に
と
っ
て
初
め
て
の
本
格
的
な
作
曲
の
レ
ッ
ス
ン
だ
っ
た
。
当
時
、
既
に
十
二
音
技
法
で
作
曲
し
て
い
た
リ

ー
ガ
ー
だ
っ
た
が
、
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
と
の
レ
ッ
ス
ン
で
は
厳
格
対
位
法
の
課
題
を
た
く
さ
ん
出
し
た
と
い
う
。

一
九
四
四
年
、
高
校
卒
業
に
差
し
か
か
っ
た
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
の
入
学
試
験
を
兄
ハ
ロ
ル
ド
付

き
添
い
の
も
と
で
受
け
に
行
く
が
、
教
室
で
試
験
を
待
つ
受
験
生
の
姿
を
見
て
受
験
を
そ
の
場
で
取
り
や
め
る
。
以
来
、

先
述
し
た
通
り
、
彼
は
大
学
に
は
行
か
ず
父
の
工
場
で
働
く
こ
と
と
な
る
。
こ
の
時
、
既
に
プ
レ
ス
に
よ
る
ピ
ア
ノ
の

レ
ッ
ス
ン
と
リ
ー
ガ
ー
に
よ
る
作
曲
の
レ
ッ
ス
ン
を
や
め
て
し
ま
っ
て
い
た
た
め
、
し
ば
ら
く
の
間
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
に

は
音
楽
修
行
の
空
白
期
が
あ
っ
た
。
一
九
四
〇
年
代
の
終
わ
り
頃
に
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
ヴ
ォ
ル
ペ
と
の
レ
ッ
ス
ン
を
取

り
つ
け
て
彼
の
音
楽
修
行
が
再
開
さ
れ
た
。
こ
れ
以
降
の
歩
み
は
第
一
章
で
解
説
す
る
よ
う
に
、
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
は
デ

イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
チ
ュ
ー
ド
ア
、
エ
ド
ガ
ー
・
ヴ
ァ
レ
ー
ズ
、
そ
し
て
ジ
ョ
ン
・
ケ
ー
ジ
と
出
会
い
、
自
身
の
世
界
を
広

げ
て
い
く
。
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音
楽
史
の
中
の
フ
ェ
ル
ド
マ
ン

フ
ェ
ル
ド
マ
ン
は
「
ケ
ー
ジ
周
辺
の
」
あ
る
い
は
「
ケ
ー
ジ
の
サ
ー
ク
ル
の
」
作
曲
家
の
一
人
と
し
て
紹
介
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
。
こ
こ
で
は
い
く
つ
か
の
音
楽
史
を
参
照
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
が
ど
の
よ
う
に
記
述
さ

れ
て
き
た
の
か
を
見
て
み
よ
う
。

一
九
七
四
年
に
出
版
さ
れ
た
マ
イ
ケ
ル
・
ナ
イ
マ
ン
の
『
実
験
音
楽
　
ケ
ー
ジ
と
そ
の
後）

9
（

（Experim
ental M

usic: 
C

age and Beyond

）』
は
音
楽
史
に
お
け
る
「
実
験
音
楽
（experim

ental m
usic

）」
の
語
と
概
念
を
定
着
さ
せ
た
一
冊

だ
。
第
三
章
「
始
動
一
九
五
〇
―
六
〇
年
―
―
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
、
ブ
ラ
ウ
ン
、
ウ
ォ
ル
フ
、
ケ
ー
ジ
」
の
中
で
ナ
イ
マ

ン
は
、
ケ
ー
ジ
と
、
彼
よ
り
若
い
三
人
の
作
曲
家
（
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
、
ブ
ラ
ウ
ン
、
ウ
ォ
ル
フ
）
が
「
実
際
に
音
が
そ0

う
で
あ
る

0

0

0

0

と
こ
ろ
の
も
の
を
対
象
と
し
た
い
、
と
い
う
直
接
的
な
欲
望）

10
（

」
を
共
有
し
て
い
た
と
書
い
て
い
る
。
全
体
的

に
、
ナ
イ
マ
ン
の
記
述
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
実
験
音
楽
と
同
時
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
前
衛
と
の
差
異
を
明
確
に
し
よ
う

と
い
う
意
図
が
感
じ
ら
れ
る
。
彼
は
、
シ
ス
テ
ム
に
依
拠
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
前
衛
と
違
っ
て
、
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
の
図

形
楽
譜
は
「
純
粋
直
感）

11
（

」
か
ら
生
ま
れ
た
の
だ
と
考
察
す
る）

12
（

。
同
時
期
の
五
線
譜
の
楽
曲
―
―「
弦
楽
四
重
奏
の
た
め

の
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
ズ
（Structures for String Q

uartet
）」、「
イ
ン
タ
ー
ミ
ッ
シ
ョ
ン
第
五
番
（Interm

ission 5

）」

「
イ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
ズ
第
三
番
（Extensions 3

）」
―
―
で
用
い
ら
れ
る
反
復
は
、「
何
の
論
理
的
理
由
も
な
い
。
フ

ェ
ル
ド
マ
ン
の
大
き
い
音
や
繰
り
返
さ
れ
る
音
は
、
田
舎
を
散
歩
し
て
い
て
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
突
然
現
れ
る
、
予

期
し
な
か
っ
た
自
然
の
も
の
ご
と
に
似
て
い
る）

13
（

」
と
牧
歌
的
に
描
写
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
も
「
純
粋
直
感
」
を
フ
ェ
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ル
ド
マ
ン
初
期
の
楽
曲
の
大
き
な
原
動
力
だ
と
み
な
し
て
い
る
。
一
九
五
〇
年
代
の
楽
曲
を
「
純
粋
直
感
」
に
よ
る
も

の
と
結
論
付
け
る
の
は
や
や
大
雑
把
な
議
論
に
見
え
て
し
ま
う
が
、
こ
の
本
が
出
版
さ
れ
た
の
は
一
九
七
四
年
で
あ
る

こ
と
を
思
い
出
す
と
、
ま
だ
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
が
研
究
対
象
や
音
楽
史
の
登
場
人
物
に
な
る
前
の
こ
と
だ
。
ナ
イ
マ
ン
は

実
験
音
楽
の
歴
史
を
書
く
第
一
人
者
と
し
て
、
当
時
入
手
で
き
る
あ
ら
ゆ
る
資
料
を
駆
使
し
て
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
を
音
楽

史
の
中
に
位
置
付
け
よ
う
と
し
た
。

ナ
イ
マ
ン
は
こ
の
章
の
後
半
に
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
を
も
う
一
度
登
場
さ
せ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
音
を
自
由
に
し
た
だ

け
で
は
な
く
、
演
奏
者
も
自
由
に
し
て
し
ま
っ
た
一
九
五
〇
年
代
前
半
の
図
形
楽
譜
の
欠
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る）

14
（

。
こ

の
欠
点
の
た
め
、
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
は
一
九
五
三
―
五
八
年
ま
で
図
形
楽
譜
を
中
断
す
る
。
そ
の
間
に
書
か
れ
た
五
線
譜

に
よ
る
楽
曲
「
四
台
の
ピ
ア
ノ
の
た
め
の
小
品
（Piece for Four Pianos

）」（
一
九
五
七
年
）
を
ナ
イ
マ
ン
は
「
人
間

の
プ
ロ
セ
ス
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
る
最
初
の
曲
」
と
み
な
す
。
彼
は
、
実
験
音
楽
の
作
曲
家
た
ち
が
音
響
的
な
出
来
事

が
起
こ
る
状
況
や
音
を
引
き
起
こ
す
プ
ロ
セ
ス
を
志
向
す
る
点
に
着
目
し
て
、
彼
ら
が
用
い
る
い
く
つ
か
の
プ
ロ
セ
ス

の
種
類
を
分
類
し
た）

15
（

。
そ
の
一
つ
が
「
四
台
の
ピ
ア
ノ
の
た
め
の
小
品
」
を
突
き
動
か
す
「
人
間
の
プ
ロ
セ
ス
」
で
あ

る
。
ナ
イ
マ
ン
は
「
人
間
の
プ
ロ
セ
ス
」
を
「
演
奏
者
に
対
し
て
、
各
自
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ピ
ー
ド
で
、
与
え
ら
れ
、
あ

る
い
は
、
示
唆
さ
れ
た
素
材
と
取
り
組
む
よ
う
に
す
る
プ
ロ
セ
ス）

16
（

」
と
定
義
し
て
い
る
。
彼
は
、
こ
の
原
理
が
一
九
六

〇
年
代
の
「
持
続
（D

urations

）」
シ
リ
ー
ズ
に
も
引
き
続
き
用
い
ら
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る）

17
（

。
ま
た
、
彼
は
一
九

六
〇
年
代
の
自
由
な
持
続
の
記
譜
法
に
よ
る
楽
曲
を
「
可
塑
性
」
と
特
徴
付
け
て
い
る）

18
（

。
こ
の
記
譜
法
に
よ
る
「
デ
・

ク
ー
ニ
ン
グ
（D

e K
ooning

）」（
一
九
六
四
年
）
は
、「
一
つ
の
楽
器
の
音
が
弱
く
な
り
、
消
え
て
行
く
と
、
も
う
一

つ
の
楽
器
が
登
場
す
る
―
―
一
種
の
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
の
鬼
ご
っ
こ
で
あ
る
」
と）

19
（

独
自
の
表
現
で
描
写
さ
れ
て
い
る
。


